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特集●基礎から学ぶ食品衛生

わが国の食品衛生施策の現状と課題 厚労省医薬食品局食品安全部企画情報課 荻原 竜佑

保健所の食品衛生対策の現状と課題 埼玉県保健医療部食品安全課長 橋本 勝弘

食品添加物 実践女子大学生活科学部部長・教授 西島 基弘

残留農薬・残留動物用医薬品 静岡県立大学食品栄養科学部特任教授 米谷 民雄

安全性評価の手法 (財)日本食品分析センター 小松 一裕

輸入食品と検疫所 厚労省医薬食品局食品安全部企画情報課検疫業務管理室

食品表示制度の現状と課題 宮城大学食産業学部教授 池戸 重信

食品の安全に関するリスクコミュニケーションとマスメディア 科学ジャーナリスト 松永 和紀

●視点

公衆衛生とリスク・アプローチ 国立社会保障・人口問題研究所所長 西村 周三

●特別記事

【対談】住民主体のソーシャルキャピタル形成活動とプロセス支援体制
国立保健医療科学院公衆衛生看護部室長 福島富士子

NPO法人こども・みらい・わこう住民代表副代理理事 待鳥 美光
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「消えた年金」に続いて昨年は，「消えた高齢者」が社

会問題となりました．100 歳以上の高齢者だけでも全国で

23 万人が消息不明というものでした．そのうえ，亡くなられ

た高齢者の親族が，本来は消えるはずの年金を長期間不

正受給していたといったニュースを聞き，超高齢社会の実

像は予想以上に複雑で，多角的視点から将来に向けた

準備が必要だと感じました．

その思いを，本号の特集企画に反映させたいと考えた

わけですが，ご執筆いただいた先生方の思いも切実だっ

たようです．計 9本の論文の中に，各著者の専門としてい

る立場からの熱い思いと，超高齢社会に向けた重要な施

策や考え方などが濃縮されています．

最近の敬老行事の挨拶では，アンドレ・ジイドの「美しく

死ぬのはさほど難しいことではないが，美しく老いるのは至

難の業だ．」という言葉がしばしば引用されます．しかし，

現在のわが国は，美しく死に至るための備えも十分とは言

えません．超高齢社会に向けて，死生観をどのように育む

か？ 老いへの準備とともに，自分の終末期や死をどのよう

に迎えるかを，真剣に考える時期に来ています．

テーマは違いますが，本誌の先月号(75 巻 3 号)におけ

る平岩幹男先生の連載論文「Health Reform と

Respect, Self-esteem」の論旨は，超高齢社会の問題

解決にあたっても尊重すべきと思いました．本号とともに先

月号もご一読いただければ幸いです． (阿彦忠之)
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